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昔日の機器 (29)
高速度無線電信受信機（その 2)
国際無線通信に主として使用された高速度無
線通信回線も通信の迅速，正確性，海底線との
競合及び貿易等の進展に伴って，その設備の設
置の形態も変化してきました。対外無線通信自
主権の確立のために特殊法人日本無線電信株式
会社（大正14(1925)年10月20日設立）あてに
出された命令書（昭和11(1936)年3月16日）か
らも明らかのように東京及び大阪を中心として
無線通信網の整備拡充が図られました。
戦前の固定通信業務に使用した短波周波数は，
昭和7(1932)年マドリッドで締結された条約及
び昭和13(1938)年カイロで開催された第 5回
国際無線通信会議で定められたものに従い， 4
MC,..._,28MCの間可多動通信との共用のものを
含めて15の周波数帯の中から使用されておりま
す。
一方国際無線電話業務の急速な拡大に伴って，
昭和7(1932)年12月24日特殊法人として国際
電話株式会社が設立されましたが，昭和13(1938) 
年3月12日両会社が合併して国際電気通信株式
会社となり，国際電気通信株式会社法により国
際電気通信を取扱うために必要な電気通信の設
備及び付属設備を設置して政府が使用すること
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ができるようにするほかに，無線電信又は無線
電話の機器の製造阪売などができるようになっ
ていました。
昭和16(1941)年10月末日現在の本邦無線電
信電話局所設備一覧表（逓信省工務局）により
ますと，固定局の周波数は東京から北米，南米，
英，欧州向けAl,A2 6330KC____,21520KC間計
33波， A36730KC,...,._,20560KC間計11波，大阪
から欧州，地中海向けAl,A2 5980KC,......,19120 
KC間計13波の使用記録があります。
写真はB15型受信機で国祭電気通信株式会社
が昭和15(1940)年以降に狛江工場で製造し
た機器ですが，股追年月，番号は不明です。
製造目的として受信周波数切替の容易，
化及び資材節約となるようにしてあります。
特徴は使用可能周波数範囲 4~3OMCのスペ
ースダイバシティ受信機ですが，この目的に使
用しないときは左右2台のA3受信機として使用
できます。昭和20年代後半KDD上福岡受信所
から教材として私自身がトラ必ジ}クで運びました。
戦中から戦後にかけて活躍した受信機で，今残
っているのはこの機器だけではないでしょうか。
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